
Jr昭和56年度

県指定文化財の紹介

その 2

絵画
IfJ..U'A t.~ζ L t( ":. 1'"冷 ..奇 Mう'"・9 ぷ〈

1 .絹本蕃色不動明王像 11隔 (室町H寺代)

長浜市宮前町13-45 答部総
本紙縦173.4cm 横110.1cm

総本若色。掛鰯装。
え~自

画絹は、中央に煽41cmの綱、その1.e省に約34cmの紛

を継いだ三原Jjー鋪である。 ぎ々 座に結晶忠義する不動

日月王ー尊を描〈。不動はいくぶん斜め右を向いて、限

目し、上右衛で下容を11歯み、頭頂に蓮華経を滅き、肉身'i

緑'R'を怨で隙取る。光'1:'f'i頭光と火焔光とからなり 、

朱と丹で描いた火焔は台座下辺にまで広がっている。

耳飾り、 Jj臓の結語、的 1・糊 11・足袋11のほか、首か

ら長い紐で腹飾りを吊 1)、それらには金泥を駆使する。

(説明)&Jiを少し右に向けながら、自は正而をにらみ、

右慢を強〈械に張って剣を持ち、左手は外側に差u¥し

てヨ去を下げ、恋々~に幸吉捌鉄坐する背不動尊を描〈 。

頭光と火焔光を愛し、火焔が台Jili下辺にまで及んでい

る。おおむね、高縦銭高害総の不動に図像上級似してい

る。その窓怒の形相や務衣の締法、あるいは援や溜の

毛筋、装身具、着衣の文様に金1尼を用いることなどか

ら、室町時代の作品とみられ、画面の大きいことも特

畿されよう。

2.論議峯峯訴通呈議半長羅議議 1幅

(南北朝時代)

近江八幡市宮内町附!19-9 議龍寺
本紙縦lOl.2cm 繍59.3cm

絹ヨド箸色。掛幅装。 一高Jj一針。

画商l上辺に釈迦虫日来像および文殊主主縫、普賢替機を

指iき、さらに、なかほどから下辺にかけて十六緩泌像

を点在させる。背景ーには深山淡谷の自然長を描き 、5E:

文、岩はだ、打ちょせる放を表す。釈迎如来像はニ箆

円相の光背をつけ、遊撃~~上に総蜘鉄坐する。肉身は

朱で絵都して金泥を段る。議衣i立論11岩治の朱衣て¥

その憾lま巡台から霊-下する。1.el.協侍(前jかつて右)は、

通例のものとは逆に、普賢

菩磁を配す。 isった六牙の

自象の上のi盤台に、左足を

踏み下げて合掌して坐す。

肉身に白色を主主る。右脇{守

の文殊菩滋lま、 ~iì る 4師子の

管の巡台上で、お手に如意

を率九リ、左手は膝ょにli1<

姿で、普賢と同じように左

足を踏み下げる。十六続i災
は、すべて敷物に坐 し、姿

勢や方向はまちまちである

が、まとまりのある構図と

なっている。

(説明)深山淡谷を皆殺と

して、釈迦如来、文殊答様、

普賢菩磁に十六経泌を加え

た構図l主、鎌念H

ら見られるが、除る獅子や

象に文殊、普賢が左足を踏
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少ない. '1~ 問の:.I~ J己絵Ilhjの彩"をうけた Lのとみられ、

その写実的な作風や色彩の栴腿なところなどから、制

作11南北側時代ごろに必くのが妥当であろう。

3.論家峯追求編制峯ニ量宇謡 1幅

111 rUl11水11町大下北脇189

本紙 縦78.5cm Wl39 . Ocm 

翁l本有色。 t分制裟.-I，sJ-flli. 

中央岩 J:に不動町rT:が、斜め(iを向いて立ち、右手

に噴IJを悦り、1i:下に泌を弔下して執る。画而お下の岩

_j-.にn:械を向、、てイ子市する持泌総Il1.チが立ち、左に制
'二~.

nt迦m寸亡が1正予を告ilにかざし布子に脱絡を限って立つ。

紫IttJ に Jほ~itが係ち、行にj肢が.rrち得せる。不動明王li

iol，jll艮をIlfJき、イ{勾1で J-.竹を、/.i.ザで'ド将をI磁む。肉身

li喫~で愉草11 して lr~ I'í' を愉り、当~ li金i)~の紺I~ を日 | い

て表す。@屯でほしJ: Iこ七{\l を結い、 1正~Jjに弁援をき在ら
"か

す。条li¥llm地に*の衣文線、:ぷli，'jに{RiJt.の1，1:しで

iゆ誌をあしらい、 t-*Iよ紋に1'tileの衣文でうめる。火焔

li朱の~Ii: しでぶす. れ1~1純1託子{ま白肉身で畿の細線で

総事F>し、後{まJ夜線、 i{U{のヌ;械は令j厄を盛り上げる。

制目玉迦章子1;1亦l勾身を泌総でくくり、 Ati衣の縁に金j尼

代
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絹本著色不動明王二重量子像 水口町柏木神社

をm-、る.

(説明)'11リとの計上に約めれを(i，)¥、てほっI之助"が1Lち、

その下方に;tttm紙、iL~llI{;迦のニ茂子を小さく r?lì < .不

動尊の忽:怒の形相、激しい火~iの術万、二重イーの軽妙

な姿など、さらに三坊のり，1:つ行に~hl.や彼しぶきをfお

き添えるところから見て、 flU'時代後lUJに必ける不動

向i象の優品と考えられる.

彫刻

1.米釜尚志向拍業主語 (操彰) 1取(f味合11年代)

大ilnli大江町3-18-12 i手話与
i象向 100.2cm 

量lf号3 を品I~ 出し、 (1'法制|をおして、1.1'公不通、三jû を

彫出する. JJU下に組 jl~Jf~ をつけた t!けの金総似て\布

予を間作して、在 T~ll .ìffi下して治会後 )jにむけて、と

もにti'¥1・2桁を捻じ、 j，l，iJtをややIJfJいて立つ。

絵。託子木造。制~IUt. (t俗、水品 l伐入。~!i詰I~は、工Iの

後で前後に対I~ 、 1付守1I りを行って ~1.古I~に澄し込む。妹

都は正中級lよりやや布託子 リで!.i:;{iに対|ざ、 l勾I，JIjりを地

す。右腕li 、灯、I'r、 T色村、左腕li川、手ï~î をそれぞ

れ錫|ぐ。お大腿f筋肉11!~に小村を待せ、両足先にも別材

を鍔1<'.頭部にだけ禄訟をJi&していた可能性がある。

ミ手伝によると 、 t. e 1ま摂

ilt同多聞村にあ った本像は、

江戸時代に瀬郎大江の立像

、干に移さ tl、明治初年に立

像、~:がゆ光、予と合併し、以

米i争光、?のや;尊として安託

されているという.

(滋I別)線形像は記録の

よでは平安時代後期から手F

.(1:したらしいが、現存i立11IJ

としては、鎌U'U，J代以降の

ものが多〈、たとえ 1;1:'兵Jili

t'{~ -l:，rの迎桃川の阿弥陀刻1

米立像(半似)、後1~f:云香寺

の地J銭苔縦.li.倣(会科~)など

が校名である。この悦の{象

{立、元手伝はi.J者の縫った布

製の法衣を手rfせるのをたて

まえとし、 d事l京H止の態をの

こした泌総な術税を表し、

肢体のっくりも少年瓜の肉

身をよくとらえ、その咳突

な作風l孟ttすべきむのがあ

る。制作は鎌倉時代前J!11に

遡るらのと々えられ、県内

， li t.とより、全国的にみて

木造阿弥陀如来立像大倉市浄光寺 t. i"¥lTiなj立例である。
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も小材。を約|き'足す。

(説明)JR編寺本主rAjI悼の.iE而ill._I二に安i蛍されている

4躯.の仏像のうち 、向かつて右側に安遣される 2縦で

ある。
1tJ. LJ1ろ〈

如来像は、 i極的ーの納衣をつけて結蜘紋坐するキ丈プて

の{象で、問手先が後初iのLののため惜しまれる。両腕

がIf~上にあるところを見ると 、 釈迦如来の禅定印か、

阿弥陀在日米の定印を結んでいたことが考えられるが、

j!~.~ろは決めがたい。 絵付の寄木、内考1I り像で、ふっく

らとした丸い相好、伏し11民に刻んだjjlijll民、小さなロむ

とや、なで肩で穏やかな休部のモデリングなどから、

制作は平安i時代末期 (12世紀前半)のころと考・えられ、

その切れ長の目や、 Jf旬を大きく広げるところなど、全

体にのびのびとしたうえ分を撚わせる。

如来像に向か って右に等身の筈首長立{象が安議されて

いる。 iiJi休を逸して正中線で左右二1寸を錫|ぐ苦手木造の

{象であるが、問屑から手先までが後宇ili材のため、当初

の問手のJf~が l明らかでない。丸1I未の強い~賞、切れ長の

目や"旬の肉付けなどは、如来形坐像とよく似ていると

ころから 、おそらく、如来の!協侍像として、同一仏師

によりíI~J作されたものと考えられる。

{象潟 182.1cill 

室哲3を結い、天冠台を彬出し、負]l.哲三i立毛wil彫りとし、

苛染環状、三道を彫出する。条舟をかけ、下半身に袋

(折返し二段)をつけ、

右手を思し、左手を霊-

下して立つ。

絵。寄木造。彬版。

肉身漆箔。ずi衣古色。

白2語、木依入。脳幹部

! j: liTI ffl~ を通して正中線

で左右二村を錫|き¥曾IJ

首、P<J考IJりを絡す。徳

古I~両側にノj、材を勾| ぐ。

両府先、両足先、天衣

をそれぞれ剣|ぐ。

(説明)東福寺本A:内
!俸のiE而滋上の向かっ

て左織に安置される等

身の慈i建立像である。

絵の簿木造、内例。){象

であるが、この像も両

府から先が後初!のため、

fJi名を明らかにしカCた

い。ヲミ冠向を丁2宇i に/.\，~

1 m;;; (平安時代)

守山市立入間110 議議寺
3.木造菩薩形立像

2綴

守山市立入i町110

初来Jf~坐像 {象潟 148.4cm 

蝶疑問5出。白~・相を表し、問~n段、 主r~~環状 、 三道I，~~

出とする。 i歯周の約衣をつけ、現状て。はIl*上て“法界主主

印を君主して、お足を外にして結釧欽坐する。

絵。寄木造。 自宅水品i妖入。彫限。肉身i奈?色。 ~Xf衣

ï!i色。部長斡msの iJ~隔は、 E員体を通して正中総で左省二

村矧ざとし、背筋!;t.jiIijJl後織で後頭部に一村を矧ぎ、

体苦1~背繭の正中総からやや右寄:1) でぷおニねを初| ぐ。

同体側は、屑から地イ寸までを各一材でつくり、若干、

小村をま引き'足す。間約h先はそれぞれ二村を錫|ぎ、 l両手

首祝日一材をJJ来上にのせる。~~首íj部は、{本音I~ との PJI にマ

チ材をはさんで、桜木一村を街せる。裳光思1I材。{象全

体に内号1Iりを絡す。勢、の下の方14cmのと ζ ろで、頭部
1)1' <v 

と休部とを方形に切断している。制首の-f:'fiであろう

か。

ミ民肩車If3立i象 {象l.Ji 180.4cJII 

~磐を総い 、 天定E台を彫出して、地髪lままばらに彫

り出す。耳!，f!;環状、三道府5出。条市をかけ、下半身に

主主;(折リ返し二段)をつけ、左手を屈し、右手を霊-下し

て立つ。

絵。寄木造。彫版。肉身i~H'éì。翁衣古色。脳幹部は

Yfi休を過して正中級でti.右に二材を寄せ、 illlJ首とし、

内例 1)を施す。'l:rioi腹部に小豹l盟のii1t材一枚を当てる。

l両日先、同足先、天衣をそれぞれ矧家、袋絡の向!t~に

半、
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守山市東福寺木造蓄i形立像
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神聞社に怒ったことを記し、その後、ヲミ文 2年(1533)

にこの銭が野洲郡の兵主社に移ったことを追記してい

て、銭の所在の変逃が知られ興味深い。ょの餓の大工

矢問者[1宗次は、おそらく綬聞郡山東町の鋳工とみられ、

近江の鋳物的による作例としても注目される。

なお、寺伝によると 、明治初年に兵主社から野洲郡

中皐村、酋得ミ干に移されていたものを、明治34年に現

在の正淑寺に貰い耳元られたといわれている。

書跡・典籍・ 古文書

1.議業銀送撞華経 (音謡尋蟻)

り、地袋に毛筋を入れ、裳の金支議も 、他の菩磁立{象

とはかなり表現が異なる。胸から腹部にかけての肉付

けも比較的盟かで、むしろ、織に安遣されている半丈

六の薬師如来坐像(重要文化財)によく似ていると ころ

から 、薬師如来の脇待、日光答穣もしくは月光菩践で

あった可能性も考えられる。*-1象のftilJ作は、主主制機の

作風を踏襲しながらも、いくぶん形式化が進んでいて

硬さも見られるところから、 12世紀後半ごろと考えら

れる。

工芸 品

1.焚 鐙 1口 (鎌倉時代)

大津市真野町1500酎息宣縁寺
総高 98.8cm 口径56.0cm

鋳銅製。屑からやや張リのある曲線が縫広がりにな

り、下級寄りの中衛から愛車に下る。火焔宝珠を総き、

左右に問柱を噛む竜晶を据え、笠形は低い。上幣・下

手管{ま紫文。手しの問 4区、 4段 491Jの手しを配す。 ittlの間

1・2区にわたって刻銘がある。鐙座は、7Z頭と平行

する位置にあり、八築迷惑文を鋳出していたのであろ

うが磨耗が悲しい。

(説明)袈裟惨文を有する和鎚である。比較的小型で、

掻J3iは下方にさがり、竜頭と平行する位協にあり、ロ

縁にlf.J爪の出た鎌倉時代米JlJIの通例の作品である。主IJ

銘に、正応3年(1290)に真野庄の人々が願主となって
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， 
ク‘『、

経

企~ 、

J、'

i 
版本妙法蓮華経

開
札
説
明
主
ιnht
繰
越
:

秘
主
・
ず
奇
宮
市
率
本
吉
.

説
教
攻
走
路
震
芸
品
存
為
知
公
明
取
を

す

も

入

併

手

場

J

支
持
ニ
羽
詞
・

4 

大湾市予ま


